
ボローニャ大学月例報告書 2月 
文化政策学部 芸術文化学科 大木泉水 

【はじめに】 
 こんにちは。芸術文化学科の大木泉水です。2月は、本格的に始まった授業の他にも、
将来のことを考える時間や友達といる時間もあり、とても充実した 1 カ月でした。また、
留学も折り返しを迎えて自分のなかで色々な整理をしはじめようと考えています。 
 
【大学】 
 日本の大学でいう後期の授業が 1 月 30 日に始まり、2 月は毎日授業を受けていました。
私は、ルネサンス芸術、芸術記号論、そして 2種類の中世芸術の授業を履修しました。早
起きして 9 時からの授業がある日もあれば、午後から授業がある日もあり、また、週に 2
～3回はピナコテカと呼ばれるボローニャ市立絵画館で授業があり、たくさんの芸術の歴
史に触れる機会がありました。同じ授業を受ける何人かの学生と仲良くなって、授業後に
毎回バールで話したり、金曜日の夜はアペリティーボやレストランで夕食をしたり、授業
からコミュニティが広がっていったのでとても楽しく過ごすことができました。イタリア
語の授業をもう受けていないため、語学力をどう伸ばすかが自分の中での課題となってい
ますが、ひとりで机に向かって勉強していた時間よりも、誰かと会話しているなかで頭を
使う時間が増えたのが大きな変化となっています。分からない単語をすぐ調べるのも大事
かもしれませんが、遠回りになったとしても、それ以外に知っている単語を組み合わせて
相手に伝えようとすることで、アウトプットの訓練ができている気がします。 
 
【ミラノとヴェネツィア】 
 2月の上旬に、ミラノでプロバレーボールの試合を観てきました。治安があまり良くな
いと言われているミラノには何回か足を運んでいますが、今回一緒に行った友人がスリ未
遂に遭いました。地下鉄に乗った際に、バックから財布が無くなっているのに気づき、焦
って探していると、少女が財布を渡して電車から走って出ていきました。財布がなくなっ
たことに気づかれ電車もすぐに発車しなかったから返してしたのだと思います。幸いなこ
とに何にも盗まれずに済みました。どれだけ用心していても、日本人は狙われているのだ
と感じました。それはさておいて、ミラノ対パドヴァの日本人対決となったバレーボール
の試合はとてもかっこよかったです。石川祐希選手、高橋藍選手を見るためにたくさんの
アジア人が観戦していました。隣に座っていた日本の文化が好きだというイタリア人のグ
ループとお友達になって一緒に夕食を食べて帰りました。イタリア人は一言話すと話を何
倍にもして返してくれるのでとてもおもしろいです。素敵なお友達がまたできました。 
 2月の下旬には、SUAC の留学生 4人でヴェネツィアのカーニバルを観に行きました。1
年で一番ヴェネツィアが盛り上がる時期とのことで、駅に着いたら前にうまく進めないく
らい多くの人が歩いていました。多くの観光客が集まるのは分かっていましたが、狭い路



地を多くの人でいっぱいになったり、電車に乗るのに押し合ったりするので少し恐怖を覚
えました。カーニバルは、華やかな仮装をした人を見ることができ、面白い文化だと感じ
ました。若い人よりも少し年老いた人が仮装している場合が多くてそれがイメージと違っ
てとても素敵でした。年中行事を思い切り楽しむイタリア人の性格が好きです。日本にい
たら知らなかった文化をたくさん知れて、留学の意義を感じました。 
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【3月の目標】 
 3月は、ぼちぼちとやっている就活の予定がいくつか入っています。時差がある中での
就活はかなり大変で、日本時間 10 時からの会社説明会だと、イタリア時間では深夜 2 時
に受けなければなりません。朝 6時から受けなければいけない会社説明会もあります。3
月後半にはサマータイムが始まりますが、既に混乱しています。他にもまだ続いている授
業や、授業の内容を掘り下げて勉強したいことがあったり、研究内容を深めたかったり、
友達と遠出をする予定もあれば、フランスに行く予定もあります。体調を崩さないよう野
菜をたくさん食べてたくさん寝る時間も確保して、イタリアでの生活を楽しみたいです。 


